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今月の主な内容今月の主な内容
巨石のトンネル巨石のトンネル

みいつけた！みいつけた！
大和町にある巨石パークには大自大和町にある巨石パークには大自

然が作り出した17基の巨石群が散在然が作り出した17基の巨石群が散在

しています。自然のパワーと春の息しています。自然のパワーと春の息

吹を感じにおでかけされてみてはい吹を感じにおでかけされてみてはい

かがでしょうか？かがでしょうか？

特集記事は２〜３ページに掲載特集記事は２〜３ページに掲載



山道の途中にある小さな滝。山道の途中にある小さな滝。
登山の休憩所として最適です。登山の休憩所として最適です。
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①神頭石↓

②道祖神石↑

⑪御座石→

⑤龍の石→

石神の滝↓

形が神様の頭に似ていることから
名付けられ、永く眺めていると
ご先祖の顔が見えてくる不思議な
石といわれている。

本来、道往く人たちを守る神様と
いわれ、ここに来た人たちの交通
安全の守護神。高さ約 7ｍ、幅約
7.5ｍ。上部は平面で長さ約8.5ｍ。

③御舟石→
神代の昔、大海原を石神様が当
地への航海に使用された船とい
われている。　

　登山道を歩いていると、たまに見か
ける「山」と彫られた石の小柱。探し
ながら歩いてみても面白い。

龍が天に昇る姿
に似ていること
から名付けられ
た。大願成就の
神様ともいわれ
ている。

山道の途中にある小さな滝。
登山の休憩所として最適です。

見晴らしゾーン見晴らしゾーン見晴らしゾーン

⑭天の岩門⑭天の岩門
本来『天の』は、朝廷に関係ある事柄で、ここでは本来『天の』は、朝廷に関係ある事柄で、ここでは
高千穂の天の岩門に似て、神がいることから名付け高千穂の天の岩門に似て、神がいることから名付け
られたといわれている。られたといわれている。

⑭天の岩門
本来『天の』は、朝廷に関係ある事柄で、ここでは
高千穂の天の岩門に似て、神がいることから名付け
られたといわれている。

⑥造化大明神⑥造化大明神↑
天地万物をお作りになった神様といわれ、天地万物をお作りになった神様といわれ、
世田姫を祀られている。男神石女神石から世田姫を祀られている。男神石女神石から
なり、一見屋根の形をなしている。下は洞なり、一見屋根の形をなしている。下は洞
窟になっており、通ることができる。窟になっており、通ることができる。

ぞうぞう か だいだいみょうみょうじんじん

⑥造化大明神↑

⑮神籠石⑮神籠石←
こうこう ごうごう いしいし

⑮神籠石←

⑧誕生石→

⑯蛙石↑

天地万物をお作りになった神様といわれ、
世田姫を祀られている。男神石女神石から
なり、一見屋根の形をなしている。下は洞
窟になっており、通ることができる。

この石から、全ての動
物が生まれ、子孫繁栄・
夫婦和合の神様といわ
れている。

釣り体験
コーナー

■期間
　3月下旬～4月上旬
■時間　21時まで開園

形がカエルに似ているこ
とから名付けられた。

　春には園内の桜が咲き誇り、開花中は
ライトアップされ、夜桜も楽しめる。

ご ざ いし

み ふね いし

さやの かみ いし

じ とう せき りゅう いし

あまあま いわいわ とあま いわ と

約 300 本の桜 夜桜ライトアップ

え ぼ し いしいしえ ぼ し いし

かえるいし

ぞう か だいみょうじん

たんじょうせき

こう ごう いし

⑫天神石からの眺め。空気が澄んだ日は有明海まで一望できる。

ゴザに似ていることからこゴザに似ていることからこ
う呼ばれている。長さ約う呼ばれている。長さ約
10ｍ10ｍ、幅約3.3ｍの長方形3.3ｍの長方形
で、悟りを開くための場所で、悟りを開くための場所
であるともいわれている。であるともいわれている。

ゴザに似ていることからこ
う呼ばれている。長さ約
10ｍ、幅約3.3ｍの長方形
で、悟りを開くための場所
であるともいわれている。

本来神籠石は、山頂の広い区本来神籠石は、山頂の広い区
域を囲んだ石垣の意味である域を囲んだ石垣の意味である
が、ここでは神を守る石のが、ここでは神を守る石の
ことといわれている。ことといわれている。

本来神籠石は、山頂の広い区
域を囲んだ石垣の意味である
が、ここでは神を守る石の
ことといわれている。
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⑩烏帽子石⑩烏帽子石
平安時代の貴族がかぶった帽子平安時代の貴族がかぶった帽子
に似ていることからこの名がつに似ていることからこの名がつ
けられた。高さ約 7.5ｍ。下はけられた。高さ約 7.5ｍ。下は
洞窟になっている。洞窟になっている。

⑩烏帽子石
平安時代の貴族がかぶった帽子
に似ていることからこの名がつ
けられた。高さ約 7.5ｍ。下は
洞窟になっている。

２市報さが 平成28年３月１日号３ 市報さが 平成28年３月１日号


